
H i t a c h i  C i t y  C o u n c i l  N e w s , 2 0 2 3 . A P R

No.

225
R5.4.20

3/1～3/17

令和令和５年
第１回
定例会定例会

12月
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定例会は
年に４回

■ 議案等の議決結果 ･････････････････････ 2面
■ 委員会審査の概要 ･････････････････････ 4面
■ 一般質問(11名が登壇) ････････････････････ 6面
■ 市議会ってなに？ ････････････････････ 12面
　（市議会の役割や議員の活動などについて紹介します）

【主な内容】

日立駅前大型商業施設は

｢ヒタチエ｣ として生まれ変わります！
｢ヒタチエ」の愛称は、多くの人々が“日立”へ集うようにという願いを込めて名付けられました。
ロゴマークは、「日立に訪れる人、集う人」の重なりをイメージし、日立市の自然「山」と「海」を表す色、デザインとしています。



提出された議案等を３つの常任委員会及び幹線道路整備促進特別委員会で審査しました。審査の概要を４、５、１１面に掲載しています。

議案等の議決結果

【議案】
第 １ 号　　令和５年度日立市一般会計予算         原案可決
第 ２ 号　　令和５年度日立市国民健康保険事業特別会計予算      　  〃
第 ３ 号　　令和５年度日立市介護保険事業特別会計予算       　  〃
第 ４ 号　　令和５年度日立市介護サービス事業特別会計予算      　  〃
第 ５ 号　　令和５年度日立市戸別合併処理浄化槽事業特別会計予算     　  〃
第 ６ 号　　令和５年度日立市後期高齢者医療事業特別会計予算      　  〃
第 ７ 号　　令和５年度日立市水道事業会計予算        　  〃
第 ８ 号　　令和５年度日立市下水道事業会計予算       　  〃
第 ９ 号　　令和４年度日立市一般会計補正予算（第８号）      　  〃
第１０号　　令和４年度日立市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）     　  〃
第１１号　　令和４年度日立市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）    　  〃
第１２号　　令和４年度日立市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）    　  〃
第１３号　　令和４年度日立市水道事業会計補正予算（第２号）      　  〃
第１４号　　令和４年度日立市下水道事業会計補正予算（第２号）      　  〃
第１５号　　日立市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について     　  〃
第１６号　　日立市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について     　  〃
第１７号　　日立市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について   　  〃
第１８号　　日立市手数料条例の一部を改正する条例の制定について     　  〃
第１９号　　日立市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について      　  〃
第２０号　　日立市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について  　  〃
第２１号　　こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例
　　　　　　の整理に関する条例の制定について        　  〃
第２２号　　日立市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
　　　　　　等の一部を改正する条例の制定について       　  〃
第２３号　　日立市デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
　　　　　　定について           　  〃
第２４号　　日立市特別養護老人ホーム設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
　　　　　　ついて           　  〃
第２５号　　日立市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について     　  〃
第２６号　　日立市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について     　  〃
第２７号　　日立市郷土博物館設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について  　  〃
第２８号　　日立市スポーツ広場の指定管理者の指定について      　  〃
第２９号　　損害賠償の額を定めることについて        　  〃
第３０号　　損害賠償の額を定めることについて        　  〃
第３１号　　専決処分について（令和４年度日立市一般会計補正予算（第７号））     原案承認
第３２号　　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて      推薦同意
第３３号　　日立市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について      原案可決
第３４号　　日立市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について     　  〃

第 １ 号　　「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願  　不採択

第 １ 号　　公益財団法人日立市公園協会に係る令和５年度の経営状況に関する説明書提出について
第 ２ 号　　公益財団法人日立市民科学文化財団に係る令和５年度の経営状況に関する説明書提出について
第 ３ 号　　公益財団法人日立地区産業支援センターに係る令和５年度の経営状況に関する説明書提出について
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賛否の分かれた議案等を記載しています。そのほかについては、全員が賛成となりました。

議員の賛否

主な事業

その 1 学校給食費無償化事業 5億4,385万9千円
　子育て支援策及び物価高における保護者の負担軽減策として、令和５年４月か
ら、小・中学校等の給食費を無償化します。
【負担軽減額】
　小学生　42,240円／年
　中学生　49,060円／年

その 2 デジタル化推進事業 5,044万8千円
　市内のデジタル化を推進するため、ＪＲ各駅周辺及び日立駅前新都市広場にＷ
ｉ－Ｆｉ環境を整備するほか、行政のデジタル化推進として、マイナンバーカー
ドを利用して証明書を取得できるシステムを全支所に導入します。

その 3 中小企業脱炭素経営促進事業 4,171万6千円
　市内中小企業の脱炭素化経営への取組を支援するため、専門家による省エネ診
断の受診費用や設備等の導入にかかる費用などを補助するほか、中小企業の温室
効果ガス排出量の削減を支援するシステムの導入などを行います。

【賛否の分かれた議案等】 賛成（採択）： 〇　　反対（不採択）： ●　

※１ 議長は採決には加わりません。
※　日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成できることになっており、議会だよりでは３人未満の場合は「無会派」と表示しています。
※　議員氏名は、会派ごとに議席番号順で掲載しています。

民主クラブ日立市政クラブ議
案
等
の
番
号

ひたち未来公明党 無会派
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議案第１号　令和５年度日立市一般会計予算　　　　　　　　　　 724億2,000万円

議 案 紹 介議 案 紹 介
Pick up!Pick up!
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市長から提出された議案などを、３つの常任委員会で専門的かつ能率的に審査しました。審査内容の一部を要約して紹介します。

委員会審査の概要

議
案
８
件
（
予
算
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、

条
例
３
件
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そ
の
他
３
件
）
を
審
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し
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。
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て
き
た
の
で
、
民
間
活
力
が
十
二

　

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
市
が
し

　

っ
か
り
と
先
導
し
て
ほ
し
い
。

意
見

主
な
歳
出

教
育
福
祉
委
員
会

議
案
20
件
（
予
算
５
件
、
補
正
予
算
４
件
、

条
例
９
件
、
そ
の
他
２
件
）
を
審
査
し
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

　
　
　

ヒ
タ
チ
エ
の
成
功
の
鍵
と

な
る
民
間
活
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
、
管
理
運
営
会
社
と
の

緊
密
か
つ
緊
張
感
を
持
っ
た
連
携

・
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
。
出
店

テ
ナ
ン
ト
や
周
辺
地
域
、
関
係
機

関
等
と
一
丸
と
な
り
、
各
々
の
強

み
を
相
乗
的
に
機
能
さ
せ
、
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
続
け
ら
れ
る
施
設

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

要
望

・
防
災
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や
、
防

　

災
士
で
構
成
す
る
組
織
を
設
置
す

　

る
動
き
も
き
っ
か
け
に
、
市
民
の

　

防
災
意
識
を
よ
り
高
め
て
ほ
し
い
。

意
見

・
他
自
治
体
を
参
考
と
し
、
中
学
生

　

な
ど
の
若
い
世
代
に
も
、
防
災
士

　

育
成
の
裾
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

）

民
間な
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・
中
所
沢
川
尻
線
（
市
道
６
４
０
号
線
）
改

　

築
事
業
費
（
中
所
沢
川
尻
線
の
改
築
の
た

　

め
の
測
量
設
計
及
び
工
事
を
行
う
費
用
）

・
修
繕
費
（
漏
水
修
理
、
管
路
腐
食
調
査
等

　

の
た
め
の
試
験
掘
な
ど
に
係
る
費
用
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

11
億
８
２
５
万
２
千
円
を
増
額

※

妊
娠
届
や
出
生
届
を
行
っ
た
妊
婦
等
に
対

　

す
る
給
付
金
等
に
関
す
る
補
正
予
算
が
１

　

月
に
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

２
２
４
６
万
４
千
円
を
減
額

（
予
算
総
額
８
０
８
億
９
２
５
０
万
６
千
円

■
特
別
会
計
補
正
予
算
（
７
会
計
合
計
）

　

８
億
２
９
３
６
万
３
千
円
を
減
額

（
予
算
総
額
４
９
８
億
８
９
８
６
万
２
千
円

■
一
般
会
計

　

７
２
４
億
２
０
０
０
万
円

■
特
別
会
計

　

４
９
７
億
７
６
７
５
万
１
千
円

　

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
」
、
「
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
」
、
「
脱
炭
素
化
の
推
進
」

を
最
重
点
項
目
と
し
た
令
和
５
年
度
予
算
が

編
成
さ
れ
ま
し
た
。
各
項
目
の
概
要
と
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る

た
め
、
「
子
育
て
」
、
「
住
ま
い
」
、
「
仕

事
」
の
３
つ
の
分
野
の
施
策
を
総
合
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
（
令
和
５
年
４
月

　

か
ら
、
小
・
中
学
校
等
の
給
食
費
を
完
全

　

無
償
化
）

・
ひ
た
ち
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
助
成
（
市
内
に

　

住
宅
を
取
得
し
た
若
年
夫
婦
世
帯
・
子
育

　

て
世
帯
等
に
助
成
）

・
市
内
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保
支
援

　

（
市
内
中
小
企
業
に
高
校
新
卒
者
等
が
就

　

職
し
た
場
合
の
就
職
祝
金
制
度
の
創
設
や
、

　

外
国
人
人
材
の
確
保
に
対
す
る
補
助
等
）

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
や
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
「
デ
ジ
タ
ル
化

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

・
情
報
教
育
環
境
の
整
備
（
小
・
中
・
特
別

　

支
援
学
校
の
全
て
の
普
通
教
室
に
「
電
子

　

黒
板
」
を
配
置
）

・
公
共
交
通
事
業
者
に
対
す
る
Ｄ
Ｘ
支
援　

　

（
路
線
バ
ス
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　

決
済
対
応
機
器
の
導
入
を
支
援
）

　

市
民
や
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
活
動
の
支

援
、
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
な
ど
、
「
脱
炭
素
化
」
へ
の
取
組
を
進

め
ま
す
。

・
中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
に
対
す
る
支
援

　

（
脱
炭
素
経
営
に
関
す
る
専
門
家
の
診
断

　

や
設
備
の
導
入
等
を
支
援
）

・
公
共
施
設
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
の
導
入
等
の
計
画
策
定
（
公
共
施
設
に

　

お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・

　

管
理
・
運
用
計
画
を
策
定
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
に
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
友　

正
徳　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

修
一　

氏

・
恋
活
応
援
事
業
費
（
恋
活
応
援
推
進
員
を

　

配
置
し
た
相
談
窓
口
設
置
の
た
め
の
費
用

　

や
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
参
加
費
に
対
す
る

　

補
助
な
ど
）

・
道
路
新
設
改
良
事
業
費
（
山
側
団
地
防
災

　

道
路
な
ど
市
内
各
所
の
道
路
の
新
設
改
良

　

の
た
め
の
費
用
）

環
境
建
設
委
員
会

議
案
８
件
（
予
算
４
件
、
補
正
予
算
３
件
、

条
例
１
件
）
を
審
査
し
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算
の
特
徴

審
査
し
た
主
な
議
案

主
な
歳
出

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

相
談
窓
口
は
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
恋
活

応
援
推
進
員
を
配
置
し
た
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
回
数
を
重
ね
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
い
。

　
　
　

し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
た

上
で
、
充
実
し
た
内
容
で
実
施

し
て
ほ
し
い
。

問答意
見

　
　

管
路
の
腐
食
状
況
を
調
査
し

補
修
す
る
た
め
の
試
験
掘
は
、
何

か
所
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

27
か
所
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

予
防
保
全
の
観
点
か
ら
試

験
掘
は
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
の
で
、
危
険
性
の
高
い
箇
所
か

ら
進
め
、
大
き
な
事
故
に
な
ら
な

い
よ
う
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

問答意
見

令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
概
要

人　

事　

案　

件

Ｐ
Ｒ
し
た

容
で
実
施

・・ 　
　

新
設
す
る
防
災
道
路
を
ど
の

よ
う
に
接
続
す
る
の
か
。

答　

み
か
の
原
団
地
西
側
か
ら
山

側
道
路
に
接
続
す
る
。

接
続
す
る
山
側
道
路
は
カ
ー
ブ
な

ど
の
危
険
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、

交
通
量
や
車
両
の
出
入
り
を
十
分

に
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

新
設
道
路
は
、
災
害
時
だ
け
で
は

な
く
日
常
的
に
利
用
す
る
こ
と
が

問答意
見

考
え
ら
れ
る
た
め
、
安
全
性
を
考

え
た
設
計
を
進
め
て
ほ
し
い
。

主
な
歳
出

令
和
５
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

中所沢川尻線改築事業の現地調査中所沢川尻線改築事業の現地調査

））

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

脱
炭
素
化
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

」

令
和
５
年
度
予
算
の
概
要

・・
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議
員　

常
陸
多
賀
駅
の
駅
舎
及
び
自

由
通
路
や
周
辺
地
区
の
整
備
に
よ
っ
て
、

若
者
や
子
育
て
世
代
、
高
齢
者
な
ど
が

集
ま
り
、
遊
び
、
買
い
物
や
休
憩
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

策
定
中
の
常
陸
多
賀
駅
周
辺
地
区
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
等
に
お
け
る
事
業

概
要
や
進
捗
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

　

特
に
、
ホ
ー
ム
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
は
必
置
の
設
備
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

Ｊ
Ｒ
側
と
の
調
整
の
経
過
や
設
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
導
入
機
能
案
で
示
さ
れ
て
い

る
「
図
書
機
能
」
程
度
で
は
な
く
、
老

朽
化
し
た
多
賀
図
書
館
の
移
転
な
ど
も

視
野
に
入
れ
た
駅
前
整
備
を
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

都
市
建
設
部
長　

常
陸
多
賀
駅
周
辺

地
区
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
自
由
通
路
、

橋
上
型
駅
舎
、
駅
東
側
の
広
場
、
南
北

ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
駅
西
側
で
の
魅
力
あ
る
駅
前
空

間
の
形
成
を
計
画
し
て
い
る
。

　

魅
力
あ
る
駅
前
空
間
の
形
成
に
向
け

て
は
、
年
内
を
目
途
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
に
お
い
て
、

本
市
か
ら
、
ホ
ー
ム
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
設
置
や
、
に
ぎ
わ
い
を
誘
導
で

き
る
自
由
通
路
及
び
周
辺
空
間
の
整
備

な
ど
を
要
望
し
、
前
向
き
な
回
答
を
得

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
詳
細
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
に
図
書
・
学
習
機
能

の
導
入
を
望
む
声
が
数
多
く
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
賀
図
書
館
の
移
転
も
含
め
、

図
書
・
学
習
施
設
の
導
入
可
能
性
に
つ

い
て
、
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
を
見
極
め
、

関
係
機
関
や
民
間
事
業
者
に
も
ア
プ
ロ

ー
チ
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

●
三
・
一
一
の
教
訓
か
ら
こ
れ
か
ら
の

　

災
害
対
策

●
日
立
市
財
政
の
健
全
性

●
学
校
統
廃
合

伊
藤 

智
毅 

議
員
（
ひ
た
ち
未
来
）

常
陸
多
賀
駅
周
辺
地
区
整
備

―
道
路
網
と
駅
舎
及
び
周
辺

　

整
備
事
業
の
進
捗
と
見
通
し―

（録画配信）

　

議
員　

自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
で

あ
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
観
光
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
た
。

　

短
時
間
で
見
て
回
れ
る
小
規
模
な
施

設
や
自
然
の
景
観
が
多
く
点
在
す
る
本

市
は
、
風
を
感
じ
な
が
ら
自
転
車
で
移

動
を
楽
し
む
観
光
ス
タ
イ
ル
が
提
案
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

市
外
の
方
が
車
で
来
て
も
気
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
て
い
る
国
民
宿
舎
鵜
の
岬
や

久
慈
サ
ン
ピ
ア
日
立
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
拠
点
を
整
備
し
、
市
内
の
名
所
や

休
憩
場
所
、
食
事
処
な
ど
の
紹
介
も
含

め
た
、
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

　

産
業
経
済
部
長　

本
年
度
は
、
本
市

独
自
に
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
検

討
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
、
普
段
あ
ま
り

自
転
車
に
乗
ら
な
い
方
で
も
楽
し
く
安

全
に
、
文
化
財
を
含
め
た
地
域
資
源
や

観
光
施
設
を
巡
り
、
本
市
の
魅
力
が
体

感
で
き
る
周
遊
コ
ー
ス
の
設
定
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も
、
貸

出
拠
点
と
な
る
場
所
や
ｅ‐

バ
イ
ク

（
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
つ
き
の
ス
ポ
ー

ツ
タ
イ
プ
自
転
車
）
を
含
め
た
貸
出
自

転
車
の
種
類
、
利
用
料
金
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
３
月
下
旬
に
は
、
貸

出
拠
点
の
一
つ
と
し
て
想
定
す
る
久
慈

サ
ン
ピ
ア
日
立
に
、
自
転
車
６
台
を
配

置
し
、
無
料
で
貸
し
出
す
予
定
で
あ
る
。

　

観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
魅
力
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
四
季

折
々
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
観
光
が

楽
し
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
優
し
い
環

境
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

助
川 

悟 

議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

一般質問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

―

観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の

　
　
　
　
　
　

設
定
に
つ
い
て―

日立市内のサイクリング日立市内のサイクリング

常陸多賀駅周辺地区常陸多賀駅周辺地区
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議
員　

東
海
第
二
発
電
所
か
ら
約
５

㎞
の
位
置
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
広
域

避
難
計
画
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予
防
的
に
避
難

等
を
行
う
区
域
）
圏
内
で
あ
る
。
本
市

南
部
の
約
２
万
３
千
人
が
Ｐ
Ａ
Ｚ
内
に

居
住
し
て
お
り
、
残
り
の
市
内
ほ
ぼ
全

域
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
防
護
措
置
を
準
備

す
る
区
域
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
で
最
多
の
放
射
性
物
質
を

保
有
し
て
い
る
の
は
、
日
本
原
電
の
東

海
第
二
発
電
所
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

現
在
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

が
、
再
稼
働
に
備
え
て
す
ぐ
に
動
か
せ

る
だ
け
の
燃
料
を
保
有
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
が
把
握
し
て
い
る
東
海

第
二
発
電
所
の
核
燃
料
物
質
の
総
量
に

つ
い
て
、
使
用
前
、
使
用
済
の
燃
料
集

合
体
な
ど
の
種
類
ご
と
に
伺
う
。

　

ま
た
、
使
用
済
燃
料
の
処
理
予
定
に

つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　

本
市
で
は
、
日
本
原
電

の
東
海
第
二
発
電
所
な
ど
、
10
か
所
の

原
子
力
事
業
所
と
、
原
子
力
施
設
周
辺

の
安
全
確
保
及
び
保
全
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　

市
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
県
や
周

辺
市
町
村
と
連
携
し
て
原
子
力
事
業
所

へ
の
立
入
調
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

定
期
的
に
提
出
さ
れ
る
運
転
状
況
報
告

書
か
ら
、
放
射
性
物
質
の
保
有
量
等
を

把
握
し
て
い
る
。

　

東
海
第
二
発
電
所
が
保
管
し
て
い
る

燃
料
集
合
体
は
、
令
和
４
年
12
月
時
点

で
、
燃
料
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
使
用
済

燃
料
が
１
２
５
０
体
、
原
子
炉
か
ら
取

り
出
し
た
燃
料
が
７
６
４
体
、
新
燃
料

が
１
８
８
体
の
合
計
２
２
０
２
体
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
に

は
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
容

器
に
格
納
し
た
燃
料
集
合
体
が
９
１
５

体
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
海

第
二
発
電
所
が
保
管
す
る
燃
料
の
総
量

は
、
３
１
１
７
体
と
把
握
し
て
い
る
。

　

な
お
、
使
用
済
燃
料
は
原
則
と
し
て
、

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
、
指
定
を

受
け
た
国
内
再
処
理
事
業
者
へ
搬
出
す

る
予
定
だ
が
、
時
期
は
未
定
で
あ
る
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

石
井 

仁
志 

議
員
（
ひ
た
ち
未
来
）

（録画配信）

　

議
員　

通
園
バ
ス
の
園
児
置
き
去
り

の
再
発
防
止
の
た
め
、
国
は
、
今
年
４

月
か
ら
バ
ス
車
両
内
へ
の
安
全
装
置
の

設
置
と
、
施
設
の
安
全
計
画
の
策
定
を

義
務
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
ブ
ザ

ー
な
ど
の
安
全
装
置
に
つ
い
て
、
１
台

当
た
り
17
万
５
千
円
を
上
限
に
費
用
を

補
助
し
、
６
月
末
ま
で
の
設
置
完
了
を

目
指
し
て
い
る
。

　

国
の
補
助
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
一

斉
の
取
組
に
な
る
と
、
安
全
装
置
が
不

足
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
機
能
が
不

十
分
な
装
置
の
設
置
に
よ
っ
て
、
う
ま

く
作
動
し
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
懸

念
が
あ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
バ
ス
車
両
内
へ
の
安

全
装
置
設
置
後
の
確
認
等
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
伺
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　

安
全
装
置
に
つ
い

て
は
、
業
者
に
注
文
が
集
中
し
、
一
時

的
な
供
給
不
足
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
は
経
過
措
置
と
し
て
、
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
を
期
限
に
、
安
全
装

置
が
車
両
に
設
置
で
き
る
ま
で
の
間
は
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
確
認
な
ど
、

安
全
確
認
の
た
め
の
人
的
な
代
替
措
置

に
よ
る
対
応
を
認
め
て
い
る
。

　

な
お
、
安
全
装
置
に
つ
い
て
は
、
国

が
示
す
性
能
適
合
製
品
リ
ス
ト
か
ら
選

択
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

設
置
後
の
市
と
し
て
の
確
認
に
つ
い

て
は
、
現
地
調
査
に
よ
り
安
全
装
置
の

作
動
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
各

園
の
職
員
に
よ
る
人
的
な
対
応
に
つ
い

て
も
、
改
め
て
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に

基
づ
く
対
策
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
確
認
し
、
児
童
の
安
全
確
保
の
徹
底

を
図
っ
て
い
く
。

●
中
学
生
の
制
服

篠
田 

砂
江
子 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

各議員の質問と答弁を要約して掲載しています。
ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画配信を全て御覧いただけます。
日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成することになっており、
３人未満の場合は無会派と表示しています。

東
海
村
周
辺
の
放
射
性

　
　
　
　
　
　
　
　

物
質
の
総
量

―

燃
料
な
ど
の
放
射
性
物
質―

そ
の
他
の
質
問

保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

　
　

園
の
通
園
バ
ス
の
安
全
対
策

―

バ
ス
車
両
内
の
安
全
装
置

　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て―

東海第二発電所東海第二発電所
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議
員　

近
年
、
助
川
交
流
セ
ン
タ
ー

に
は
、
高
齢
者
や
学
区
外
か
ら
の
利
用

者
が
自
家
用
車
で
来
館
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
９
台
分
し
か

な
い
た
め
、
す
ぐ
に
満
車
に
な
り
、
近

隣
の
有
料
駐
車
場
に
自
己
負
担
で
駐
車

す
る
方
が
い
る
と
伺
っ
た
。

　

助
川
交
流
セ
ン
タ
ー
は
市
街
地
に
整

備
さ
れ
た
た
め
、
駐
車
場
用
地
の
確
保

が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
近
隣

の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
比
較
す
る
と
駐
車

台
数
や
身
体
障
害
者
用
駐
車
場
な
ど
に

格
差
を
感
じ
る
。

　

助
川
交
流
セ
ン
タ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
誰
も
が
楽
し

く
安
全
安
心
に
利
用
で
き
る
全
世
代
の

居
場
所
と
な
る
よ
う
、
身
体
障
害
者
用

駐
車
場
を
含
め
た
駐
車
場
を
拡
充
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

生
活
環
境
部
長　

助
川
交
流
セ
ン
タ

ー
は
、
今
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
日

立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
、
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
取
組
な
ど

も
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
利

用
者
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
見
込
み

で
あ
る
。

　

加
え
て
、
駐
車
場
の
確
保
を
求
め
る

利
用
者
な
ど
の
声
や
立
地
条
件
を
踏
ま

え
る
と
、
助
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
を
拡
充
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　

助
川
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
民
間

駐
車
場
も
多
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

関
係
課
所
と
連
携
し
、
周
辺
の
土
地
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
歩
行
が
困
難

な
方
の
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

民
間
駐
車
場
の
活
用
も
含
め
た
駐
車
場

の
拡
充
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
市

民
が
安
全
安
心
に
集
う
こ
と
の
で
き
る

施
設
整
備
に
努
め
て
い
く
。

●
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

下
山
田 

幹
子 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

　

議
員　

先
日
、
県
の
原
子
力
安
全
対

策
課
が
発
行
す
る
「
原
子
力
広
報
い
ば

ら
き
」
が
新
聞
折
り
込
み
に
よ
り
配
布

さ
れ
、
東
海
第
二
発
電
所
の
安
全
性
の

検
証
報
告
や
、
原
子
力
災
害
に
係
る
避

難
計
画
の
策
定
状
況
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

「
原
子
力
広
報
い
ば
ら
き
」
で
は
、

各
市
町
村
の
広
域
避
難
計
画
に
お
い
て
、

「
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急
配
布
場
所
」

を
示
す
と
し
て
い
る
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤

は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
内

部
被
ば
く
の
低
減
効
果
が
あ
る
服
用
時

期
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
配
布
場
所

が
重
要
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
原
子
力
災
害
時
に
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
ど
の
よ
う
に
配
布
す
る
の
か
。

ま
た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
平
常
時
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急

配
布
場
所
は
、
各
地
域
の
一
時
集
合
場

所
を
想
定
し
て
い
る
が
、
よ
り
確
実
に

配
布
で
き
る
よ
う
に
、
避
難
経
路
上
の

公
共
施
設
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
つ
い
て
は
、
県
と

共
同
で
事
前
配
布
会
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
市
内
外
の
84
の
指
定
薬
局
に
お

い
て
も
薬
剤
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
、
配
布
率

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
取
組
を
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
様
々
な
媒
体
で
紹
介
し
、
周
知
に

努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
率
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。

●
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

●
日
立
市
内
の
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

●
コ
ロ
ナ
禍
及
び
物
価
高
騰
か
ら
中
小

　

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
守
る
支
援

小
林 

真
美
子 

議
員
（
無
会
派
）

（録画配信）

一般質問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

市
民
が
安
全
安
心
に
集
え
る

　
　
　
　
　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー

―
助
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

駐
車
場
拡
充
に
つ
い
て―

原
子
力
災
害
時
に

　
　
　
　
　
　

市
民
を
守
る
取
組

―

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て―

助川交流センター駐車場助川交流センター駐車場

安定ヨウ素剤（左：丸剤、右：ゼリー状剤）安定ヨウ素剤（左：丸剤、右：ゼリー状剤）
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議
員　

市
内
の
子
育
て
世
代
の
方
か

ら
意
見
を
伺
っ
た
際
、
待
機
児
童
に
関

し
て
２
つ
の
ケ
ー
ス
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

１
つ
目
は
、
仕
事
が
決
ま
り
、
入
園

を
申
し
込
ん
だ
も
の
の
、
待
機
児
童
に

な
っ
て
し
ま
い
、
入
社
を
遅
ら
せ
た
り
、

仕
事
を
あ
き
ら
め
た
ケ
ー
ス
。

　

２
つ
目
は
、
多
子
世
帯
の
方
で
保
育

の
受
入
れ
先
が
複
数
に
分
か
れ
て
し
ま

い
、
仕
事
を
し
な
が
ら
の
日
々
の
送
迎

が
大
変
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
少
子
化
に
よ
り
就

学
前
児
童
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
増
設
や
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
、
定
員
の
底
上
げ
な
ど
の

対
策
に
よ
り
、
４
月
時
点
で
の
待
機
児

童
の
発
生
は
な
い
が
、
年
度
途
中
に
発

生
す
る
傾
向
が
あ
る
。
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
に
向
け
た
支
援
を
推
進
す
る
本

市
に
お
い
て
、
「
子
育
て
は
日
立
市
で

！
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
待
機
児
童

解
消
は
不
可
欠
と
考
え
る
。
待
機
児
童

の
現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　

本
市
の
待
機
児
童

の
現
状
に
つ
い
て
、
年
度
当
初
は
待
機

児
童
が
ゼ
ロ
だ
が
、
年
度
途
中
に
は
、

育
児
休
業
か
ら
の
職
場
復
帰
に
伴
う
入

園
希
望
者
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
国
の

基
準
の
範
囲
内
で
定
員
を
超
え
る
受
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
３
月
１
日
現
在
、
主
に
０

歳
か
ら
２
歳
児
の
25
人
の
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
が
、
４
月
１
日
の
入
園

調
整
に
よ
り
解
消
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

２
人
以
上
の
子
の
入
園
を
希
望
す
る

家
庭
は
、
入
園
調
整
の
際
に
加
味
し
て

い
る
が
、
園
の
状
況
に
よ
り
、
そ
ろ
っ

て
の
入
園
が
難
し
く
、
一
度
違
う
園
に

入
園
し
て
か
ら
希
望
園
へ
の
転
園
待
ち

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

保
育
定
員
の
確
保
の
た
め
、
み
や
た

認
定
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
建
設
や
私
立

保
育
園
の
増
設
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
慢
性
的
な
保
育
士
不
足
が
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
立
園
に
お
け

る
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
推
進
す
る
ほ

か
、
国
や
県
の
補
助
等
を
活
用
し
て
、

保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
促
進
や
施
設
整
備
等
に
よ
る
保
育
定

員
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、
更
な

る
保
育
士
確
保
を
図
り
、
年
間
を
通
じ

て
待
機
児
童
が
発
生
し
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

●
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
と
市
町
村
の

　

対
応

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不
登
校
の
現
状

　

と
多
様
な
学
び

藤
森 

結
花 

議
員
（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

　

議
員　

「
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル

は
、
県
民
を
身
近
な
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
に
、
犯
罪
の
発
生
や
防
犯
に
関
す
る

情
報
、
交
通
事
故
の
情
報
、
県
警
か
ら

の
お
知
ら
せ
な
ど
を
希
望
者
に
メ
ー
ル

で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
不
審
者
や
声
か
け
事

案
の
情
報
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
、
ひ
っ
た

く
り
な
ど
の
犯
罪
の
発
生
情
報
、
行
方

不
明
者
等
の
情
報
、
交
通
事
故
情
報
や

事
故
防
止
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
情
報
も
迅
速
か
つ
正
確
で
あ

る
。
ま
た
、
登
録
者
は
県
内
の
警
察
署

を
指
定
し
て
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

県
警
に
お
い
て
も
登
録
者
の
増
加
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
小
中
学
生

の
保
護
者
が
各
学
校
の
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
に
登
録
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

併
せ
て
「
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」

の
登
録
も
お
願
い
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
利
用
促
進
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
市

民
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　

総
務
部
長　

ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー

ル
は
、
市
が
提
供
し
て
い
る
不
審
者
情

報
以
外
の
各
種
情
報
を
警
察
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
利
便
性
が
高
く
、
犯

罪
防
止
に
大
き
く
寄
与
す
る
有
効
な
ツ

ー
ル
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
利
用
促
進
の
取
組
と

し
て
、
市
内
の
自
警
団
を
対
象
と
し
た

各
種
講
演
会
や
講
習
会
の
際
に
、
ひ
ば

り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
の
効
果
や
登
録
方

法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
県
警
の
サ
イ
ト
に
つ

な
が
る
記
事
を
掲
載
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
の
メ
ー
ル
の
利
用

者
が
増
え
る
こ
と
は
、
個
人
の
意
識
の

変
化
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る

防
犯
活
動
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
小

中
学
生
の
保
護
者
へ
の
利
用
案
内
を
行

う
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
な
ど
で
開
催
し
て
い
る
防
犯
の

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
市
が
主
催
す

る
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

●
敬
老
高
齢
者
元
気
応
援
事
業

●
地
域
担
当
職
員
制
度
の
導
入

●
消
防
組
織
力
の
強
化

●
市
民
・
日
立
市
・
未
来
の
た
め
に
働

　

く
職
員
力
・
組
織
力
の
強
化

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
の
取
組

―

茨
城
県
警
察

　

「
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」

　

の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組―

保
育
所
等
利
用
待
機
児
童
の

　

現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

今
野 

幸
樹 

議
員
（
日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

」
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議
員　

本
市
で
は
、
児
童
生
徒
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

４
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
学
校
へ
訪
問

し
、
操
作
支
援
や
研
修
を
行
っ
て
い
る

が
、
教
職
員
は
従
来
の
授
業
に
加
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
準
備
な
ど

に
よ
る
負
担
増
や
、
相
談
し
た
い
と
き

に
支
援
員
が
い
な
い
と
の
声
が
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
の
研
究
会
に
よ
る
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
や
教
職
員
の
研

修
が
進
ん
で
い
る
地
域
ほ
ど
、
教
職
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
が
高
い
と
い
う

分
析
結
果
も
あ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
や
、
児

童
生
徒
へ
の
操
作
支
援
等
を
一
層
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
増
員
や
、
企
業
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
活
躍
す

る
日
立
理
科
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
組
織
の

創
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
の
増
員
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

　

教
育
部
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
１

校
当
た
り
小
学
校
は
月
２
回
、
中
学
校

は
月
１
回
、
学
校
を
訪
問
し
て
い
る
。

令
和
４
年
９
月
の
調
査
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
の
訪
問
回
数
に
つ
い
て
、
40
校

中
27
校
が
「
十
分
」
、
13
校
が
「
も
っ

と
訪
問
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
た
。

　

「
も
っ
と
訪
問
し
て
ほ
し
い
」
と
回

答
し
た
13
校
の
う
ち
９
校
が
小
学
校
で

あ
り
、
小
学
校
の
ほ
う
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
。

　

特
に
、
小
学
校
低
学
年
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
操
作
方
法
等
を
身
に
付
け
る

た
め
に
手
厚
い
支
援
を
要
す
る
場
面
も

あ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
必
要

性
も
感
じ
て
い
る
。

　

本
市
に
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
や
大
学
が

あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
を
も
っ
た
人
材

が
豊
富
で
あ
る
の
で
、
御
協
力
い
た
だ

け
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
授
業
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
れ
も
視
野
に
、
実
現
可
能
な

支
援
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

●
十
王
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

豊
田 

茂 

議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（録画配信）

　

議
員　

近
年
、
市
内
各
駅
の
周
辺
整

備
が
進
ん
で
い
る
が
、
市
内
北
部
の
小

木
津
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
整
備
の
取
組

等
が
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。

　

平
成
22
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
「

常
陸
多
賀
駅
前
及
び
小
木
津
駅
前
へ
の

交
番
移
設
に
関
す
る
陳
情
」
が
採
択
さ

れ
、
常
陸
多
賀
駅
前
へ
の
交
番
移
設
に

つ
い
て
は
駅
前
広
場
再
整
備
事
業
に
よ

り
実
現
し
た
。

　

小
木
津
駅
前
へ
の
日
高
交
番
の
移
設

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
会
派
か
ら
も

毎
年
要
望
し
て
い
る
。
小
木
津
駅
周
辺

の
安
全
安
心
を
確
保
し
、
犯
罪
の
抑
止

効
果
を
高
め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
県
に

働
き
か
け
て
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　

総
務
部
長　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
交
番
の
存
在
は

大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
通

勤
・
通
学
者
な
ど
多
く
の
人
が
行
き
交

う
駅
前
周
辺
に
交
番
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
利
便
性
や
治
安
効
果
が
高

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

小
木
津
駅
前
へ
の
日
高
交
番
の
移
設

に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も
、
平
成
17

年
度
か
ら
県
及
び
県
警
本
部
に
要
望
し

て
き
た
が
、
県
警
本
部
の
見
解
と
し
て
、

交
番
の
建
て
替
え
や
移
転
は
、
犯
罪
の

発
生
件
数
や
犯
罪
情
勢
、
建
物
の
耐
用

年
数
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耐
用
年
数
が

残
り
約
20
年
あ
る
日
高
交
番
の
現
時
点

で
の
移
設
は
厳
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
駅
前
へ
の
交
番
移

設
は
、
地
域
住
民
の
安
心
感
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
早
期
実
現
に
向

け
て
、
県
及
び
県
警
本
部
に
対
し
、
継

続
し
て
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
市
の
防
犯
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
警
察
等
の

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

防
犯
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

●
公
立
小
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

●
市
営
住
宅
共
用
部
分
の
照
明
器
具
の

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

添
田 

絹
代 

議
員
（
公
明
党
）

（録画配信）

一般質問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
充
実

―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
の

　
　
　
　
　
　

増
員
に
つ
い
て―

小
木
津
駅
周
辺
の
課
題

―

小
木
津
駅
前
へ
の

　
　
　
　

交
番
移
設
に
つ
い
て―

ＩＣＴ支援員による
授業のサポート
ＩＣＴ支援員による
授業のサポート

日高交番日高交番
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議
員　

県
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
整
備
に
伴
う
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行

ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
「
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
梅
林
通
り
な
ど
の
生
活
道
路
を

通
る
の
か
」
、
「
ど
れ
く
ら
い
の
台
数

が
通
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

　

ま
た
、
埋
立
予
定
地
に
つ
い
て
、
県

の
基
本
計
画
で
は
、
現
地
に
あ
る
石
灰

岩
の
採
掘
ず
り
な
ど
を
使
う
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
「
現
地
に
あ
る
も
の
だ

け
で
足
り
る
の
か
」
、
「
外
か
ら
土
砂

を
運
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
懸
念
が
あ
る
。

　

工
事
に
関
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通

行
に
つ
い
て
、
県
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
る
の
か
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
場
合

は
説
明
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

生
活
環
境
部
長　

県
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
実
施
し
て
き
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
説
明
会
や
市
民
報
告
会
な
ど
に
お
い

て
、
新
処
分
場
の
建
設
工
事
に
伴
う
大

型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
工
事
車
両
が
梅
林

通
り
及
び
県
道
37
号
を
通
行
す
る
こ
と

や
、
周
辺
地
域
の
安
全
確
保
の
徹
底
及

び
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
工
事
計
画
と

す
る
こ
と
を
説
明
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
県
は
昨
年
10
月
の
地
元
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
集
会
に
出
席
し
、

工
事
に
使
用
す
る
部
材
の
種
類
や
数
量
、

工
事
車
両
台
数
、
工
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、
新
処
分
場
の
実
施
設
計
の
中
で
明

ら
か
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
ほ

か
、
埋
立
地
の
造
成
時
に
鉱
山
内
の
土

砂
を
利
用
す
る
こ
と
で
工
事
車
両
台
数

を
減
ら
し
、
交
通
へ
の
影
響
を
低
減
す

る
な
ど
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
配
慮
し

た
工
事
計
画
と
す
る
こ
と
を
説
明
し
て

い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き

県
及
び
県
環
境
保
全
事
業
団
と
緊
密
に

連
携
し
、
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
や
広

報
を
行
い
な
が
ら
、
安
全
性
を
最
優
先

し
た
施
設
整
備
が
円
滑
に
推
進
す
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

●
市
民
が
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き

　

る
街
灯
の
設
置

●
安
全
に
利
用
で
き
る
南
部
図
書
館

千
葉 

達
夫 

議
員
（
無
会
派
）

（録画配信）

そ
の
他
の
質
問

特別委員会の開催状況

県
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
整
備

　

―
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行―

新産業廃棄物最終処分場整備調査特別委員会(3月15日)

　茨城県から、新産業廃棄物最終処分場の整備に関し、
取組状況等について報告を受け、質疑を行いました。

・新処分場整備及び関係道路の整備
・環境学習施設基本計画検討委員会の検討状況について
・生活環境影響調査の取組状況について

※会議の概要は、ホームページに掲載しています。

主な報告内容

主な取組内容

幹線道路整備促進特別委員会(3月14日)

　現地調査（鮎川停車場線）を実施したほか、
議案２件（予算１件、補正予算１件）を審査
し、いずれの議案も原案を認めました。

　金沢町地内の山側道路から常陸太田市の幡町を結ぶ道
路の本市施工区間に関する経費や、（仮称）真弓トンネ
ル整備事業に係る本市負担金等について説明を受け、質
疑を行ったほか、県事業の現地を調査し、進捗状況につ
いて確認しました。

ジャイアントパンダ誘致推進特別委員会(3月15日)

　ジャイアントパンダ誘致に関する取組やかみね公園の
魅力向上に向けた取組について報告を受け、質疑を行い
ました。

・中華人民共和国駐日本国大使館への訪問
・ジャイアントパンダ講演会等の開催
・かみね公園駐車場実態調査の実施

審査の概要

通学路となっている梅林通り通学路となっている梅林通り

鮎川停車場線の現地調査鮎川停車場線の現地調査
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　私たちの日立市を「住みよいまち」にするためには、市民全員で話し合うことが望ま
しいですが、実際には難しいことです。そこで、日立市民の代表者を選挙で選びます。
この代表者が市議会議員と市長です。
　市議会議員は、市民生活を豊かにするために話合いを行い、まちづくりの方向性を提
案したり、市のお金の使い道などを決定します。これが市議会です。

市のお金の使い方やまちづくりの
進め方について提案する

市長からの提案を審査・決定する

市　議　会 市　　長

市　　民

選ぶ 選ぶ

市民の声を
聴く

市民の暮らしを
良くするため
仕事をする

願いを伝える 願いを伝える

選　挙
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　福祉、生活環境、道路整備等の地域
の様々な問題について、議会で質問す
るなど市に解決を求める取組
を行っています。

地域の問題解決

　市民の困りごとや市に対する要望な
どについて相談を受けます。

　活動内容や市政に関する考えについ
て、市民に対して説明や報告をするな
ど、市民に情報を発信しています。

　条例の制定や予算など、市の仕事の
進め方を決定しています。

議　決 市の仕事をチェックする

　正しく仕事がされているか、市政を
チェックし、改善を求めます。

　様々な課題の解決に向けて、調査研
究をしたり、研修会に参加しています。

市民生活相談

議会活動報告 研修参加

議
会
日
誌

議
会
日
誌

５
日
：
広
報
広
聴
委
員
会

19
日
〜
20
日
：
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

24
日
：
議
会
運
営
委
員
会

15
日
：
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
議
員
研
修
会

16
日
：
総
務
産
業
委
員
協
議
会
、

　
　
　

教
育
福
祉
委
員
協
議
会

17
日
：
環
境
建
設
委
員
協
議
会

22
日
：
議
会
運
営
委
員
会

27
日
：
議
会
運
営
委
員
会

１
日
：
第
１
回
市
議
会
定
例
会
開
会
（
予
算
案
概
要

　
　
　

説
明
、
議
案
説
明
）
、
議
会
運
営
委
員
会

６
日
：
本
会
議
（
議
案
説
明
、
一
般
質
問
）
、

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

７
日
：
本
会
議
（
一
般
質
問
、
委
員
会
付
託
、
請
願

　
　
　

文
書
表
付
託
）
、
広
報
広
聴
委
員
会

８
日
：
総
務
産
業
委
員
会
・
委
員
協
議
会
、

　
　
　

教
育
福
祉
委
員
会
・
委
員
協
議
会

９
日
：
総
務
産
業
委
員
会
・
委
員
協
議
会

10
日
：
環
境
建
設
委
員
会
・
委
員
協
議
会

13
日
：
環
境
建
設
委
員
会
・
委
員
協
議
会

14
日
：
幹
線
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

15
日
：
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
誘
致
推
進
特
別
委
員

　
　
　

会
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
調
査

　
　
　

特
別
委
員
会

16
日
：
議
会
運
営
委
員
会

17
日
：
第
１
回
市
議
会
定
例
会
閉
会
（
各
委
員
長
報

　
　
　

告
、
討
論
、
議
案
説
明
、
表
決
）

1月2月3月

市民と情報を共有する
ことはとても大事です。
市民の声を聴くことに
　　　努めます。

市民の意思をもとに議会活動を行います。
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地の利を生かした政策に期待

傍 聴 者 の 声

福島 洋治田尻町

　　　　　　　 ケーブルテレビ（JWAY）、FMラジオ（FMひたち）、パソコン・スマートフォン・
タブレット（日立市議会ホームページ）で本会議が視聴できます！

※ホームページでは、本会議の日の約1週間後から録画配信を行います。 日立市議会

議会中継

　今回を含め、これまで議場で１回、インターネット中継で２回、議会を傍聴しました。
　いずれも、日立市各所での課題を吸い上げ、精査・熟考された様子がよく伺えます。
　また、分かりやすい表現に留意されており、ありがたく感じました。
　さて、この機会をお借りして、私が以前より感じていることを述べさせていただきます。
　私は山口県に２０年、大阪府に１０年、そして、日立市に４０年暮らしてきましたが、日本中で日
立ほど自然環境に恵まれたところはないと感じています。西の地域では毎年夏季に数回来る台風や猛
暑、北の地域では冬季の大雪や寒波など、対策に大変な労力と費用をかけざるを得ない自然の試練が、
ここ日立にはほとんどありません。日立に生まれ育つとこの利点が当たり前で分からなくなってくる
と思います。
　この地の利を生かした対応や政策が何かないものかと考えますが、残念ながら私には思いつきませ
ん。そこで勝手ながら、皆さんのアイデアに期待できればと思うこの頃です。

議会を傍聴しませんか
　議場には、傍聴席が65席（うち親子席３席、車椅子席２席）あ
ります。
　会議はどなたでも傍聴することができますので、ぜひお越しくだ
さい。詳細については、議会事務局にお問い合わせください。

次回　６月定例会の予定
　６月定例会の日程については、４月２３日に行われる日立市議会議
員一般選挙の後に決定する予定です。
　詳しい日程は、日立市議会ホームページ、日立市報、行政放送など
でお知らせします。

傍聴の際は次の事項をお守りください
■携帯電話・スマートフォン等の電源はお切りください。
■傍聴席では静粛にしてください。
■傍聴席での飲食はできません。
■議場で写真等を撮影する場合は許可が必要です。

議会事務局　　☎　0294-22-3111（内線371、372）
　　　　　　　IP電話　050-5528-5113（直通）

　令和５年４月28日にリニューアルオープ
ンを迎える日立駅前大型商業施設「ヒタチ
エ」は、生活雑貨を扱う無印良品や食品スー
パーのいばらきコープ、アウトドア用品など
の多彩な店舗のほか、フードコート、屋内型
子どもの遊び場「Hiタッチらんど・ハレニ
コ！」などを兼ね備えた施設です。
　また、５月１日（月）からは、ヒタチエの
１階に市役所の出張所「幸ステーション」が
開設されます。祝日、年末年始を除く毎日、
午前10時30分から午後７時まで開所しま
す。主な業務として、住民票の写しなどの証
明書発行のほか、各種申請・届出や、市税や
上下水道料金などの収納を行います。

さいわい

今
号の は表紙

オープンに向けて整備しています！オープンに向けて整備しています！
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